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■第74代江東区議会議長に就任しました。

■『江東区議会防災対策推進議員連盟』を設立！

■令和8年熊本地震被災地、八代市を訪問。

■区政報告会のお知らせ

歴史・伝統・文化を守り、
　　　 次世代へつなぐ―

区政レポートvol.36 令和8年10月 臨時号[1]

2026

第
７
４
代
江
東
区
議
会
議
長
に
就
任
し
ま
し
た

江
東
区
議
会
防
災
議
連
を
設
立
し
ま
し
た

熊
本
県
八
代
市
を
訪
問
し
ま
し
た

去
る
５
月
２
５
日
の
江
東
区
議
会
臨
時
会
に
お
い
て
、
第

７
４
代
江
東
区
議
会
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
責
任
の

重
さ
を
胸
に
、
公
正
か
つ
円
滑
な
議
会
運
営
に
努
め
、
区
民

の
皆
様
の
声
を
区
政
に
反
映
で
き
る
よ
う
、全
力
で
職
責
を

果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

設立総会では、鍵屋一教授より「福祉
と防災の連携」をテーマにご講演を頂
きました。党派を超えて取り組みます。

小野市長、髙山議長に災害対応の状
況などを伺う。「災害関連死を徹底し
て防ぎたい」とのご決意を伺いました。

そ
の
取
組
の一つ
と
し
て
、８
月
５
日
、超
党
派
に
よ
る「
江

東
区
議
会
防
災
対
策
推
進
議
員
連
盟（
防
災
議
連
）」を
設

立
し
、
会
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
現
職
議
員
３
９
名
の
う
ち

３
３
名
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

私
が
防
災
対
策
に
強
い
問
題
意
識
を
持
つ
契
機
と
な
っ
た

の
が
、
令
和
元
年
東
日
本
台
風
で
す
。
荒
川
の
氾
濫
の
お
そ

れ
か
ら
、江
東
区
で
初
め
て
大
雨
に
よ
る
避
難
勧
告
が
発
令

さ
れ
、避
難
所
の
開
設
･
運
営
で
は
様
々
な
課
題
が
生
じ
ま

し
た
。こ
の
経
験
か
ら
、実
践
的
な
避
難
所
開
設
･
運
営
訓

練
や
、
災
害
時
協
力
協
定
を
実
災
害
で
機
能
さ
せ
る
た
め

の
具
体
化
を
訴
え
て
き
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
か
ら
は「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」が
長

期
計
画
の「
重
要
課
題
」に
位
置
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に

対
策
を
前
へ
進
め
る
た
め
、議
会
と
し
て
も
会
派
や
党
派
を

超
え
て
継
続
的
に
調
査
研
究
し
、
政
策
に
つ
な
げ
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
、今
回
の
議
連
設
立
に
至
り
ま
し
た
。

今
年
度
は「
福
祉
避
難
所
を
含
む
災
害
時
要
配
慮
者
支

援
体
制
の
強
化
」を
重
点
テ
ー
マ
に
、
個
別
避
難
計
画
や
福

祉
避
難
所
、在
宅
避
難
、行
政
･
福
祉
･
医
療
の
連
携
な
ど

を
調
査
し
ま
す
。
行
政
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
先
進
自
治
体
の
視
察

を
重
ね
、
年
度
内
に
具
体
的
な
政
策
提
言
を
取
り
ま
と
め
、

そ
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

８
月
２
５
日
、
令
和
８
年
熊
本
地
震
で
大
き
な
被
害

を
受
け
た
熊
本
県
八
代
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。　

被
災
現
場
や
避
難
所
、
災
害
廃
棄
物
仮
置
場
、「
は
く

お
う
Ⅱ
」に
よ
る
被
災
者
支
援
な
ど
を
視
察
す
る
と
と
も

に
、
現
地
で
活
動
す
る
江
東
区
派
遣
職
員
を
激
励
。
被

災
地
で
見
て
、
聞
い
て
、
感
じ
た
課
題
や
教
訓
を
、
今
後

の
江
東
区
の
防
災
･
減
災
対
策
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

（
詳
細
は
２
面
参
照
）

― 「防災議連」設立へ ―― 八代市訪問 ― 「
区
民
の
生
命
と
暮
ら
し
を
守
る
」と
い
う
共
通
の
使

命
の
も
と
、
実
効
性
あ
る
防
災
･
減
災
対
策
を
さ
ら
に

前
へ
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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熊本県八代市から学ぶ災害への備え
避難所支援に従事する江東区職員を激励

避難所では、全国からの応援職員が役割を分担し、江
東区派遣職員は衣類の洗濯管理など、避難者や避難
所の衛生管理業務に従事。職員を激励するとともに、
避難されている方々からは「日頃から付き合いがあるか
らこそ、いざという時に助け合える」と満面の笑みでお
話していただきました。地域のつながりこそが、災害時
の「共助」を支える大きな力になることを実感しました。

「はくおうⅡ」による被災者支援

八代港では、被災者支援にあたる「はくおうⅡ」の船内
を視察。入浴・宿泊に加え、船舶活用医療推進法に基
づく初の船舶での医療提供や、子どもの居場所も設
けられていました。高市内閣による迅速な対応のもと、
大型船舶を活用して生活と健康を一体的に支える取
組は、今後の災害対応を考える上でも大変参考にな
りました。

復旧を支える災害廃棄物処理

災害廃棄物の仮置場では、木くず、金属、瓦、家電な
どを市民が持ち込む段階から分別し、効率的に処理
する体制を確認しました。大量の廃棄物を迅速かつ安
全に処理するには、仮置場の確保だけでなく、車両動
線や分別方法、住民への周知まで具体化しておくこと
が重要です。江東区でも平時から実践的な準備を進
める必要性を実感しました。

地震被害と生活再建への支援

南九州自動車道の落橋や倒壊・損壊した家屋など、地
震の爪痕が残る現場を視察。発災後は、住家被害認
定調査や罹災証明を迅速に進め、各種支援や住宅再
建へつなげることが重要です。避難所支援から生活
再建へと被災地の状況が変化する中、専門性を有す
る技術系職員の派遣など、必要な人的支援を継続す
る重要性を実感しました。

～現地で得た教訓を、江東区の備えへ～
八代市訪問後、復旧の段階に応じた更なる支援が必要と考え、区に対し技術系職員の派遣を求めました。現在
（9月末日時点）、八代市では江東区職員が住家被害認定調査に従事しています。帰任後には、派遣職員から現場
で感じた課題や改善点も直接聞きたいと思います。被災地で得た経験を防災議連の活動に反映し、政策･予算
へと具体化する。江東区の災害対応力をより一層高めるため、行動につなげてまいります。

日時：令和8年 10月27日（火）１９時開会
場所：森下文化センター２F（無料・着席）
テーマ　第3回定例会報告と

　  令和8年度補正予算第2号の概要について
※どなたでもご自由にご参加頂けます。

区政報告会のお知らせ 事務所のお知らせ
自民・参政・無所属クラブ 川北直人 事務所

E-mail/7010kawakita@gmail.com　　
HP https://www.kawakitanaoto.com　　　
     https://www.facebook.com/naoto.kawakita

〒135-0021  東京都江東区白河１－２－１－２０３
電話/03-5621-6288　   FAX/03-5621-6266

（予定）


